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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・ボンド・ファンド」は、このたび第21期の
決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 無期限｡ただし､信託約款所定の事由が生じたときは､信託

契約を解約し､信託を終了(償還)させることがあります｡ 

運 用 方 針 
世界各国の投資適格格付けの公社債を主な投資対象と
し､信託財産の成⻑を図ることを目的として運用を⾏い
ます｡ 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

アライアンス・バーンスタイン・グロー
バル・ボンド・マザーファンド受益証券
を主要投資対象とします｡ 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グローバル・ボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

世界各国の投資適格格付けの公社債を主
な投資対象とします｡原則として､取得時
に格付機関により投資適格格付けを得て
いる公社債としますが､格付けを得てい
ない場合でも､委託者が投資適格債に相
当すると判断した場合は投資を⾏う場合
もあります｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

①株式への実質投資割合は､信託財産の
純資産総額の10％以内とし､優先株
および転換社債の転換､新株引受権の
⾏使および新株予約権の⾏使､株主割
当または社債権者割当により取得し
たものに限ります｡ 

②外貨建資産への実質投資割合には､制
限を設けません｡ 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グローバル・ボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

①株式への投資割合は､信託財産の純資
産総額の10％以内とし､優先株およ
び転換社債の転換､新株引受権の⾏使
および新株予約権の⾏使､株主割当ま
たは社債権者割当により取得したも
のに限ります｡ 

②外貨建資産への投資割合には､制限を
設けません｡ 

分 配 方 針 

(１)毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を
⾏います｡ 
①分配対象額は､経費控除後の利⼦等収益および売

買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等を

勘案して決定します｡ただし､分配を⾏わない場合
もあります｡ 

(２)留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本
方針｣および｢運用方法｣に基づき元本と同⼀の運用
を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 
愛称 ボンド・ストーリー 

追加型投信／内外／債券 
第21期(決算日2023年５⽉１日) 
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－ 1 － 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

17期(2019年５月７日) 16,567 0 △0.0 420.54 1.2 97.9 － 898 

18期(2020年５月１日) 16,728 0 1.0 437.51 4.0 96.8 － 979 

19期(2021年５月６日) 17,440 0 4.3 455.48 4.1 96.6 － 1,091 

20期(2022年５月２日) 17,642 0 1.2 463.15 1.7 97.6 － 1,152 

21期(2023年５月１日) 17,628 0 △0.1 469.67 1.4 98.1 － 1,224 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

 
※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークはFTSE世界国債インデックス（円ベース）です。FTSE世界国債インデックス（円ベース）は、原則として基準価

額計算日前日付の数値を採用しています。FTSE世界国債インデックス（円ベース）は世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で

加重平均した指数です。 

当資料で使用している指数等に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年５月２日 17,642 － 463.15 － 97.6 － 

５月末 17,476 △0.9 460.12 △0.7 99.0 － 

６月末 17,809 0.9 470.43 1.6 98.0 － 

７月末 17,980 1.9 471.98 1.9 98.2 － 

８月末 17,778 0.8 467.83 1.0 98.2 － 

９月末 17,528 △0.6 461.25 △0.4 98.5 － 

10月末 17,919 1.6 472.46 2.0 98.1 － 

11月末 17,383 △1.5 460.81 △0.5 97.7 － 

12月末 16,615 △5.8 442.93 △4.4 98.7 － 

2023年１月末 16,769 △4.9 445.85 △3.7 97.3 － 

２月末 16,953 △3.9 450.32 △2.8 98.7 － 

３月末 17,185 △2.6 455.47 △1.7 99.3 － 

４月末 17,260 △2.2 459.83 △0.7 98.3 － 

(期  末)       

2023年５月１日 17,628 △0.1 469.67 1.4 98.1 － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド(以下「当ファンド」ということがありま

す。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2022年５月２日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で下落しました。ベンチマークであるFTSE世界国債インデッ

クス（円ベース）との比較では、同インデックスを下回るパフォーマンスとなりました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

【上昇要因】 

・保有債券のクーポン収入 

・保有しているカナダやニュージーランドの国債価格の上昇 

・円安米ドル高、円安ユーロ高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

【下落要因】 

・保有しているユーロ圏や米国、日本の国債の価格下落 

 

  
【世界の債券市場】 

当期は、米国国債、ドイツ国債、日本国債ともに、金利は、前期末比で上昇(価格は下落)しました。 

 

米国国債金利は、期初から2022年８月初めにかけては、景気後退懸念や利上げペースの減速観測から低下

(価格は上昇)しました。しかし、その後10月中旬にかけては、米連邦準備理事会(FRB)による積極的な金融引

き締め観測を背景に上昇基調で推移しました。期末にかけては、再び利上げペースの減速観測が高まったこと

や、欧米の金融不安などから、低下しました。 

ドイツ国債金利は、欧州中央銀行(ECB)による利上げ見通しから、期を通じておおむね上昇基調で推移しま

した。 

日本国債金利は、期初から2022年12月半ばにかけてはおおむねレンジ内の動きでしたが、12月20日に日本銀

行(日銀)が長期金利の許容変動幅を拡大したことを受けて大幅に上昇しました。その後期末にかけては、欧米

の金融不安の影響で一時的に低下する場面があったものの、おおむねレンジ内の動きでした。 

 

【為替市場】 

前期末比で、円安米ドル高、円安ユーロ高となりました。 

 

米ドル円は、期初から2022年10月中旬にかけては、米国金利の上昇を背景とする日米金利差の拡大から、円

安米ドル高が進行しました。その後2023年１月末にかけては、米国の利上げペースが減速するとの思惑で米国

長期金利が低下したことや、日銀の為替介入や長期金利の許容変動幅の拡大決定などを背景に円高米ドル安

基調となりました。２月以降期末にかけては、やや円安米ドル高基調となりました。 

ユーロ円は、欧州金利の上昇を受け、おおむね円安ユーロ高基調で推移しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド(以下「マザーファン

ド」ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として世界各国の投資適格格付の公社債へ投資

することにより、信託財産の成長を図ることを目的としています。当ファンドは実質外貨建資産について、原

則として為替ヘッジは行いません。 

当ファンドは期を通じてほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

マザーファンドでは、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、世界各国の国債や投

資適格社債の中から相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行

いました。 

 

結果として、米国国債など先進主要国の国債を中心に投資を行いました。加えて国債との利回り格差(スプ

レッド)があり投資妙味が高い社債や政府機関債などへも投資を行いました。国別では、アメリカやイギリス

の組入比率が上昇した一方、オーストラリアやイタリアの組入比率が低下しました。 

 

  
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合（小数第２位を四捨五入）。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
ベンチマークとの比較では、マザーファンドにおい

て、ユーロ圏を高めとし、米国を低めとした国別配分

や、米国のインフレ連動債へのセクター配分が主なマ

イナス要因となりました。一方、ユーロ圏や米国の国

債のイールドカーブ戦略やユーロ圏の国債の銘柄選択

が主なプラス要因となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。なお、収益分配に

充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第21期 

2022年５月３日～ 
2023年５月１日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,048  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（円ベース）です。
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

世界経済は、前年からの減速が続くものの、2023年はプラス成長を維持すると予想しています。ただし、欧

米の金融不安から与信市場がタイト化することが予想される中、インフレの高止まりから各国中央銀行が利

上げを継続すれば、景気後退に陥る可能性があります。その場合は、成長率が下方に修正される可能性があり

ます。 

米国経済は、インフレが多少落ち着きはじめ、利上げペースが鈍化しているものの、景気減速が長引く懸念

があり、2023年は小幅なマイナス成長になるとみています。 

欧州経済は、インフレ率は依然高い状況が続いていますが、輸入の大幅な減少により純輸出が景気を下支え

していることなどから、2023年は小幅ながらプラス成長を予想しています。 

日本経済は、2023年はプラス成長を予想しています。ただし、地政学リスクの高まりによるマイナスの影響

を受ける可能性もあります。 

 

引き続き、ファンダメンタル分析および計量分析に基づいて、世界各国の投資適格債を組み入れる方針です。 

 
※上記は決算日時点での見通しおよび運用方針であり、今後予告なしに変更することがあります。また、市況の変動等により方針通りの運

用が行われない場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2022年５月３日～2023年５月１日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 223  1.283  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (103)  (0.592)  委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (111)  (0.636)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 4   0.025   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.007)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.014)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.003)  その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 227   1.308    

期中の平均基準価額は、17,387円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.32％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○売買及び取引の状況 (2022年５月３日～2023年５月１日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 66,705 149,599 41,511 93,910 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月３日～2023年５月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年５月１日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 507,885 533,080 1,223,845 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○投資信託財産の構成 (2023年５月１日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 1,223,845 99.2 

コール・ローン等、その他 10,017 0.8 

投資信託財産総額 1,233,862 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(34,303,471千円)の投

資信託財産総額(44,225,402千円)に対する比率は77.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝136.84円、１カナダドル＝100.92円、１メキシコペソ＝7.6065円、１ユーロ＝150.55円、１英ポンド＝171.82円、１

スウェーデンクローナ＝13.32円、１オーストラリアドル＝90.53円、１ニュージーランドドル＝84.49円、１マレーシアリンギット＝

30.6501円です。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査を行った者の名称 

EY新日本有限責任監査法人 

 

調査の結果及び方法の概要 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドにおいて行った取引のうち、調査依

頼を行った取引は2022年５月３日から2023年５月１日までの間で直物為替先渡取引（以下「NDF」といいます。）

213件でした。投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づき、これらの

NDF取引については比較可能な価格のほか、通貨、期日、レート、取引の相手方の名称、その他当該取引の内

容に関してEY新日本有限責任監査法人へその調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指

針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関する実務指

針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を受領する予定です。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について保証を提供する

ものではありません。 

以上 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年５月１日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,233,862,999   

 コール・ローン等 2,517,430   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ボンド・マザーファンド(評価額) 

1,223,845,569   

 未収入金 7,500,000   

(B) 負債 9,426,853   

 未払解約金 1,978,858   

 未払信託報酬 7,365,458   

 未払利息 7   

 その他未払費用 82,530   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,224,436,146   

 元本 694,597,450   

 次期繰越損益金 529,838,696   

(D) 受益権総口数 694,597,450口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,628円 
 

（注） 期 首 元 本 額 653,368,050 円 ､ 期 中 追 加 設 定 元 本 額

113,045,630円､期中一部解約元本額71,816,230円｡当期末現在

における１口当たり純資産額1.7628円｡ 
 

○損益の状況 (2022年５月３日～2023年５月１日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        491   

 支払利息 △        491   

(B) 有価証券売買損益 17,306,477   

 売買益 19,578,448   

 売買損 △  2,271,971   

(C) 信託報酬等 △ 15,126,640   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,179,346   

(E) 前期繰越損益金 167,221,334   

(F) 追加信託差損益金 360,438,016   

 (配当等相当額) (  389,655,392)  

 (売買損益相当額) (△ 29,217,376)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 529,838,696   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 529,838,696   

 追加信託差損益金 360,438,016   

 (配当等相当額) (  389,655,392)  

 (売買損益相当額) (△ 29,217,376)  

 分配準備積立金 169,401,171   

 繰越損益金 △        491   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬など

の諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示して

います。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第21期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（2,179,462円）、収益調整金額（389,655,392円）および分配準

備積立 金額 （ 167,221,709 円 ）よ り分配 対象 収益 額は

559,056,563円（10,000口当たり8,048円）ですが、当期に分配

した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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